
■
選
挙
期
日
の
告
示
日
及
び

選
挙
期
日

告
示
日　
９
月
25
日
㈰

選
挙
期
日　

10
月
２
日
㈰

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会
・

予
定
確
認
団
体
（
市
長
選
挙

の
み
）
説
明
会

日
時　
８
月
４
日
㈭　

午
後

２
時
か
ら

場
所　

東
大
阪
市
役
所
18
階

雨
天
時
に
は
下
水
処
理
場
の

能
力
を
超
え
た
下
水
の
一
部

が
未
処
理
の
ま
ま
河
川
に
放

流
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

放
流
先
で
あ
る
河
川
等
の
水

質
や
景
観
の
悪
化
、
悪
臭
の

発
生
な
ど
、
公
衆
衛
生
上
き

わ
め
て
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
21
世
紀
に
ふ
さ

わ
し
い
豊
か
で
快
適
な
、
経

済
活
力
に
も
満
ち
あ
ふ
れ
た

都
市
の
再
生
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
合
流
式
下
水

道
の
改
善
対
策
を
緊
急
的
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成
13
年
に
、
東
京
都
の

お
台
場
海
浜
公
園
に
お
い
て

オ
イ
ル
ボ
ー
ル
（
油
の
塊
）

が
漂
着
し
、
水
環
境
の
悪
化

の
問
題
と
し
て
新
聞
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
、

改
め
て
合
流
式
下
水
道
の
問

題
を
顕
在
化
さ
せ
る
も
の
と

な
り
、
社
会
的
な
緊
急
の
対

応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
国
土

交
通
省
は
、
こ
の
事
態
を
重

く
受
け
止
め
て
、
合
流
式
下

水
道
改
善
対
策
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
平
成
14
年
度
に

合
流
式
下
水
道
の
改
善
対
策

を
緊
急
的
か
つ
集
中
的
に
実

施
す
る
合
流
式
下
水
道
緊
急

改
善
事
業
を
創
設
し
合
流
改

善
に
係
る
財
政
的
な
支
援
を

行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
16
年
度
に
は
、

『
加
入
申
込
に
つ
い
て
』

◎
市
内
金
融
機
関
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
直
営
店
及
び
郵
便

局
を
除
く
）
２
月
15
日
㈫
か

ら
３
月
31
日
㈭
ま
で
。

◎
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

及
び
市
役
所
５
階
市
民
総

務
室
で
は
、
２
月
・
３
月
の

予
約
受
付
期
間
と
４
月
以
降

も
常
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
な
お
、
市
役
所
５
階

市
民
総
務
室
で
は
、
２
月
26

日
㈯
、
３
月
26
日
㈯
午
前
９

時
〜
正
午
も
受
付
）

◎
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け

て
お
ら
れ
る
世
帯
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
し
く

は
市
役
所
５
階
市
民
総
務
室

で
申
し
出
の
う
え
、
受
付
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
資
格　

市
内
に
居
住
し

住
民
登
録
あ
る
い
は
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
方
。

掛　
　

金　

１
人
に
つ
き
６

０
０
円（
１
年
分
）１
人
１
口

に
限
る
。

共
済
期
間　

平
成
23
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
。
ま
た
、

会
員
が
共
済
期
間
内
に
市

外
に
転
出
し
て
も
、
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
は
有
効
で

す
。
な
お
、
途
中
解
約
は
あ

り
ま
せ
ん
。

共
済
見
舞
金
・
入
院
付
加
金
・

死
亡
見
舞
金

死
亡
に
よ
る
見
舞
金
▽
世
帯

主
＝
２
０
０
万
円
、
世
帯
主

以
外
（
単
身
世
帯
を
含
む
）

＝
１
５
０
万
円

入
院
・
通
院
日
数
に
応
じ
た

見
舞
金
等
▽
見
舞
金
＝
１
万

円
〜
20
万
円
、
入
院
付
加
金

＝
10
日
以
上
の
入
院
に
限
り

１
万
円
〜
３
万
円

加
入
資
格　

市
内
に
居
住
し

住
民
登
録
あ
る
い
は
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
世
帯
主
の

方
。
加
入
申
込
書
に
記
載
の

ご
住
所
が
、
住
民
登
録
あ
る

い
は
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
り
、
実
際
に
お

住
ま
い
で
は
な
い
場
合
、
ま

た
は
加
入
者
が
世
帯
主
で
な

い
場
合
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

掛　
　

金　

１
世
帯
１
口
６

０
０
円（
１
年
分
）。た
だ
し
、

１
世
帯
３
口
ま
で
加
入
で
き

ま
す
。

共
済
期
間　

交
通
災
害
共
済

と
同
じ
で
す
。
た
だ
し
、
共

済
期
間
内
に
市
外
に
転
出
さ

れ
た
場
合
は
、
資
格
が
な
く

な
り
ま
す
。
な
お
、
途
中
解

約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

共
済
見
舞
金
・
死
亡
弔
慰
金

（
一
口
あ
た
り
）

被
害
に
応
じ
た
見
舞
金
＝

２
万
円
〜
１
５
０
万
円

死
亡
弔
慰
金
＝
１
人
１
０
０

万
円

※
生
活
保
護
を
受
け
て
お
ら

れ
る
方
は
、
平
成
23
年
３
月

末
頃
に
福
祉
事
務
所
が
発
送

す
る
書
類
に
同
封
し
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
市
民
生
活
部 

市

民
総
務
室 

☎
０
６
・
４
３
０

９
・
３
１
５
８

　

本
市
で
は
、平
成
23
年
度
の
市
民
交
通
災
害
共
済
・

火
災
共
済
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

万
一
に
備
え
て

加
入
し
ま
し
ょ
う

〝
市
民
交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済
〟に
加
入
を
！

一
年
間
の
大
き
な
安
心
！

２
月
15
日
㈫
か
ら
、
市
内
金
融
機
関
・
各
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
及
び
市
役
所
５
階
市
民
総
務
室
で
予
約
受
付
開
始

【
交
通
災
害
共
済
】

【
火
災
共
済
】

東大阪市

平
成
23
年
度

回
数
を
半
減
さ
せ
る
③
ポ
ン

プ
場
に
流
れ
込
む
き
ょ
う
雑

物
の
流
出
を
防
止
す
る
為
、

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ス

ク
リ
ー
ン
（
網
目
状
で
ゴ
ミ

等
を
せ
き
止
め
る
物
）
の
目

幅
縮
小
を
行
う
な
ど
で
あ

り
ま
す
。
当
事
業
は
平
成
17

年
度
よ
り
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
き
ょ
う
雑
物
、
汚
濁
負

荷
量
対
策
で
あ
る
ポ
ン
プ
場

で
の
工
事
が
完
了
し
た
段
階

で
、
ま
だ
改
善
途
中
で
あ
り

ま
す
。

■
今
後

　

上
記
の
よ
う
な
合
流
式
下

水
道
緊
急
改
善
事
業
は
多
大

の
時
間
と
費
用
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
東

大
阪
市
だ
け
で
な
く
他
都
市

に
お
い
て
も
計
画
通
り
に
事

業
が
進
捗
し
て
い
な
い
状
況

で
す
。
こ
の
状
況
か
ら
事
業

の
さ
ら
な
る
効
率
化
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
踏
ま
え
よ
り
一
層
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
合
流
式
下

水
道
緊
急
改
善
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
平
成
21
年
度
に

計
画
を
見
直
し
、
既
存
施
設

の
有
効
活
用
な
ど
の
適
切
な

対
策
手
法
の
選
定
や
降
雨
特

性
を
考
慮
し
た
目
標
設
定
に

よ
る
低
コ
ス
ト
化
を
行
う
こ

と
で
改
善
対
策
の
推
進
と
改

善
目
標
の
達
成
を
行
え
る
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。

■
東
大
阪
市
の
下
水
道
に
つ

い
て

　

東
大
阪
市
は
、
東
は
生
駒

山
、西
は
上
町
台
地
、北
は
淀

川
、
南
は
大
和
川
に
囲
ま
れ

た
す
り
鉢
状
の
寝
屋
川
流
域

の
中
央
部
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
寝
屋
川
流
域
の
大
部
分

は
低
平
地
で
あ
り
、
流
域
の

約
４
分
の
３
は
雨
水
が
自
然

合
流
式
下
水
道
緊
急
改
善
事
業

東
大
阪
市
の 

下
水
道
事
業

　

９
月
30
日
任
期
満
了
の
東
大
阪
市
議
会
議
員
選
挙
及
び
10
月
27
日
任
期
満
了
の
東

大
阪
市
長
選
挙
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法
第
34
条
の
２
第
１
項
（
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
及
び
長
の
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
の
期
日
の
特
例
）
の
規
定
に
基
づ
き

同
時
選
挙
と
す
る
こ
と
及
び
選
挙
期
日
等
を
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

下
水
道
法
施
行
令
が
改
正
さ

れ
「
合
流
式
下
水
道
の
構
造

基
準
及
び
雨
水
の
影
響
が
大

き
い
時
の
放
流
水
の
水
質
の

技
術
上
の
基
準
」
が
新
た
に

規
程
さ
れ
、
本
格
的
な
対
策

の
実
施
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

■
東
大
阪
市
の
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
合
流
式
下
水

道
の
問
題
や
、
そ
れ
に
対
す

る
国
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、

東
大
阪
市
に
お
い
て
も
「
合

流
式
下
水
道
緊
急
改
善
計

画
」
を
策
定
し
、
合
流
式
下

水
道
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

改
善
目
標
と
し
て
は
①
合

流
式
下
水
道
か
ら
放
流
さ
れ

る
下
水
を
分
流
式
下
水
道
と

同
程
度
以
下
の
汚
れ
（
汚
濁

負
荷
量
）
に
ま
で
改
善
す
る

こ
と
②
全
て
の
吐
き
口
（
河

川
へ
流
し
出
す
口
）
に
お
い

て
未
処
理
の
汚
水
を
放
流
す

る
回
数
を
半
減
す
る
こ
と
③

全
て
の
吐
き
口
で
き
ょ
う
雑

物（
ゴ
ミ
等
）の
流
出
を
防
止

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
事
業
内
容
と
し
て

は
①
マ
ン
ホ
ー
ル
及
び
ポ
ン

プ
施
設
の
堆
積
汚
泥
を
削
減

す
る
為
、
底
部
構
造
の
改
修

工
事
を
行
う
②
雨
水
貯
留
施

設
を
設
置
し
雨
水
を
一
時
貯

留
す
る
こ
と
で
小
降
雨
時
の

放
流
を
防
止
し
、
年
間
放
流

クリエイターズプラザ
クリエイション・コア東大阪 南館３階

※平成23年４月から休館日が
　毎週日曜日になります。

に
河
川
に
流
れ
込
ま
な
い
内

水
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
古
来
よ
り
水
害
に

悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
よ

っ
て
生
活
環
境
の
改
善
と
と

も
に
、
雨
水
の
排
除
も
課
題

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
汚
水

と
雨
水
を
同
一
の
下
水
管
で

排
除
し
、
公
衆
衛
生
の
向
上

と
浸
水
防
除
も
同
時
に
行
う

こ
と
が
で
き
、
迅
速
な
下
水

道
の
普
及
が
可
能
で
あ
る
合

流
式
下
水
道
を
採
用
し
、
昭

和
24
年
か
ら
旧
布
施
市
に
お

い
て
計
画
的
な
下
水
道
事
業

に
着
手
し
ま
し
た
。
東
大
阪

市
に
お
い
て
合
流
式
下
水
道

は
全
体
計
画
区
域
５
１
５
９

㌶
の
う
ち
、
約
85
％
に
あ
た

る
４
３
４
３
㌶
に
採
用
し
て

い
ま
す
。
残
り
の
８
１
６
㌶

に
つ
い
て
は
汚
水
と
雨
水
を

別
々
の
下
水
管
で
排
除
す
る

分
流
式
下
水
道
に
て
整
備
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
主
に
旧

国
道
１
７
０
号
線
を
境
に
、

以
西
の
内
水
域
に
お
い
て
は

合
流
式
下
水
道
、
以
東
の
自

然
流
下
が
可
能
で
あ
る
山
麓

地
域
に
お
い
て
は
分
流
式
下

水
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
合
流
式
下
水
道
緊
急
改
善

事
業

　

汚
水
は
下
水
処
理
場
、
雨

水
は
河
川
に
放
流
す
る
分
流

式
下
水
道
と
違
い
合
流
式
下

水
道
は
汚
水
、
雨
水
を
同
時

に
下
水
処
理
場
に
て
処
理
し

ま
す
。合
流
式
下
水
道
で
は
、

雨
水
が
洗
い
流
し
た
道
路
上

の
汚
濁
物
質
も
下
水
処
理
場

で
処
理
で
き
る
上
、
管
路
が

一
つ
で
済
む
た
め
整
備
コ
ス

ト
が
安
く
効
率
的
な
ど
の
利

点
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
大

都
市
圏
の
早
く
か
ら
下
水
道

事
業
を
行
っ
て
い
る
都
市
の

多
く
は
合
流
式
下
水
道
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
会
議
室
（
荒
本
北
１
）

※
予
定
確
認
団
体
説
明
会

は
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会

の
終
了
後
に
行
う
も
の
と
す

る
。

■
立
候
補
届
出
日
及
び
場
所

日
時　
９
月
25
日
㈰　

午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で場
所　

東
大
阪
市
役
所
18
階

大
会
議
室

※
た
だ
し
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
の
間
に
お
け

る
立
候
補
届
出
の
受
理
場
所

は
、
各
選
挙
と
も
右
記
に
か

か
わ
ら
ず
次
の
と
お
り
と
す

る
。

東
大
阪
市
役
所
８
階 

東
大

阪
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局

■
選
挙
人
名
簿
登
録
基
準
日

及
び
登
録
日

登
録
基
準
日
・
登
録
日

９
月
24
日
㈯

選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
間

９
月
25
日
㈰

縦
覧
場
所　

東
大
阪
市
役
所

８
階　

東
大
阪
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

■
選
挙
会（
開
票
）の
日
時
及

び
場
所

日
時　

10
月
２
日
㈰　

午
後

９
時
か
ら

場
所　

東
大
阪
市
立
総
合
体

育
館
【
東
大
阪
ア
リ
ー
ナ
】

（
中
小
阪
４
）

10
月
２
日
に
投
開
票
決
定

東
大
阪
市
議
会
議
員・市
長
選
挙

　モノづくりのための総合的な支援を行っているクリ
エイション・コア東大阪内にイノベーションを創出す
る人材や技術の育成・交流のための技術交流室・研修
室を完備しています。

　技術交流室：最大４００人収容
　　　研修室：最大　７２人収容
　　　　　　　※ケータリング・サービスにも対応

【お問合せ】〒577−0011  東大阪市荒本北１−４−１
　　　　　　　クリエイション・コア東大阪南館３階

クリエイターズプラザ
TEL（06）4309−2305　FAX（06）4309−2310

http://www.m-osaka.com/jp/plaza/
　　　　毎週火曜日休館

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

知
り
、
認
知
症
の
方
を
見
守

り
支
援
す
る
応
援
者
（
＝
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
）
の
養
成

講
座
を
開
催
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

東
大
阪
市
で
は
、
厚
生
労

働
省
の
推
進
す
る
「
認
知
症

を
知
り
地
域
を
つ
く
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン　

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ

ン
」（
平
成
17
年
ス
タ
ー
ト
）

の
一
環
と
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
力
で
１
人
で
も
多
く

の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
誕

生
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

全
国
で
は
目
標
の
１
０
０

万
人
を
既
に
達
成
し
、
現
在

１
７
０
万
人
の
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
が
誕
生
し
て
い
ま
す

が
、
東
大
阪
市
で
は
ま
だ
ま

だ
数
が
少
な
い
状
況
で
す
。

　

認
知
症
の
方
や
家
族
を
応

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

東大阪市

援
し
た
い
と
思
わ
れ
る
市
民

の
方
が
主
催
者
と
な
っ
て
、

受
講
者
集
め
と
会
場
の
確
保

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市

で
講
師
役
（
＝
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
）
を
手
配
し
ま
す
。

養
成
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方

に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

証
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

地
域
の
グ
ル
ー
プ
、
商
店

街
や
企
業
の
皆
さ
ん
、
ま
た

個
人
も
大
歓
迎
で
す
。
受
講

者
は
数
人
規
模
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

東
大
阪
市　

高
齢
介
護
課

 

☎
０
６
・
４
３
０
９
・
３
１
８
５

 

FAX
０
６
・
４
３
０
９
・
３
８
４
８



　

卒
園
を
控
え
た
園
児
28
人

が
晴
れ
着
姿
で
参
加
。
大
東

さ
ん
や
保
育
士
の
先
生
に
作

法
を
教
え
て
も
ら
い
、
緊
張

し
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
お

茶
を
飲
ん
で
い
た
。
佐
野
う

ら
ら
さ
ん（
６
）は
「
ド
キ
ド

は
、
昔
な
が
ら
の
ス
タ
イ
ル

の
中
に
も
若
者
が
親
し
ん
で

お
茶
を
楽
し
め
る
よ
う
に
と

工
夫
さ
れ
て
い
る
。
終
始
和

や
か
で
笑
顔
の
絶
え
な
い
も

の
だ
っ
た
。

　

吉
田
圭
佑
君（
15
）が
茶
道

を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
弥
刀
さ
つ
き
保
育

園
の
初
釜
と
い
う
。
今
は
大

東
さ
ん
の
生
徒
。
大
人
の
初

釜
で
は
、「
楽
し
み
な
が
ら

思い出の着物を着て....

お茶とお菓子で
なご

和みませんか？

おいしい

日　時 ２月４日㈮ 13:00～

参加費 1,000円

※集合は近鉄弥刀駅
　　　　八尾行き改札口に12:30

東大阪市近江堂2－5－20
会　場 楽々庵

お問い合わせ 東大阪新聞八尾柏原支社
TEL・FAX（072）993－2037

新企画

　

１
月
10
日
午
後
、
第
58
回

八
尾
市
成
人
式
が
、
八
尾
市

立
総
合
体
育
館
（
八
尾
市
青

山
町
３
）
で
開
催
さ
れ
た
。

八
尾
市
、
市
教
育
委
員
会
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
主
催
。

　

式
典
は
、
金
光
八
尾
中
・

　

地
域
に
住
む
人
か
ら
様
々

な
文
化
や
知
識
を
学
ぶ
「
曙

南
ワ
ー
ル
ド
」
が
八
尾
市
立

曙
川
南
中
学
校
（
萩
原
雄
一

校
長
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。

茶
道
、
竹
細
工
、
パ
ソ
コ
ン
、

短
歌
、
俳
句
、
地
域
を
学
ぼ

う
、
書
道
、
絵
手
紙
、
木
工
、

マ
ジ
ッ
ク
、
将
棋
、
自
分
史
、

囲
碁
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
育
て
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
選
ん

で
学
ぶ
。
対
象
は
１
年
生
。

４
年
続
い
て
い
る
曙
川
南
中

学
校
独
自
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
。

　

自
分
史
は
本
紙
の
小
野
元

裕
八
尾
柏
原
支
社
長
が
担
当

し
て
い
る
。
最
終
回
（
１
月

12
日
）
は
大
阪
市
平
野
区
に

あ
る
有
限
会
社
大
光
製
本
所

の
協
力
を
得
て
、
製
本
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
社

長
の
寺
内
光
浩
さ
ん（
43
）、

営
業
管
理
部
長
の
堀
越
靖
史

さ
ん（
40
）、ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
岸
田
明
子
さ
ん（
38
）

が
特
別
講
師
と
し
て
15
人
の

生
徒
に
製
本
の
魅
力
を
伝
え

た
。

　

ま
ず
は
ブ
ロ
ッ
ク
メ
モ
に

マ
ー
ブ
リ
ン
グ
を
行
う
。
自

由
に
色
を
混
ぜ
て
各
自
好
み

の
模
様
を
作
り
、
色
付
け
す

る
。
次
に
ミ
ニ
本
に
マ
ー
ブ

リ
ン
グ
を
行
い
、
表
紙
を
付

け
て
完
成
さ
せ
る
。
寺
内
さ

ん
は
「
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
は
、

弥
刀
さ
つ
き
保
育
園
の
初
釜

日
本
文
化
を
次
の
世
代
へ

　

東
大
阪
市
近
江
堂
２
丁
目
に
あ
る
弥
刀
さ
つ
き
保
育
園

（
大
東
眞
理
子
園
長
）
の
初
釜
が
１
月
13
日
に
行
わ
れ
た
。

表
千
家
教
授
・
大
東
冨
美
江
さ
ん（
66
）の
自
宅（
東
大
阪

市
近
江
堂
２
）
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
恒
例
イ
ベ
ン
ト
。

キ
し
た
。
先
生
み
た
い
に
な

り
た
い
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。

　

こ
の
初
釜
に
先
駆
け
て
、

大
人
の
初
釜
が
１
月
９
日
に

同
所
で
行
わ
れ
た
。
毎
年
欠

か
さ
ず
行
っ
て
い
る
初
釜

弥刀さつき保育園の初釜の様子。緊張しながらも
初釜を楽しむ園児たち

「曙南ワールド」で
製本ワークショップ

マーブリングの方法を説明する寺内光浩さん
（中央）と真剣に聞く生徒たち

　

街
か
ど
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
小
さ
な
話
題
で
も

取
材
に
参
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

東
大
阪
新
聞
八
尾
柏
原
支
社「
街
か
ど
情
報
」係
へ
。（
☎

０
７
２
・
９
９
３
・
２
０
３
７
）

お
知
ら
せ  

街
か
ど
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
！

吉祥
コラム
３

日
本
人
の
食
べ
物
に
対
す
る

　
　

  

精
神
性
の
素
晴
ら
し
さ

古
代
稲
研
究
家

田
中 

伸
侍

（
八
尾
市
在
住
）

　

お
正
月
も
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
も
う
２
月
で
す
。
１

年
で
寒
さ
が
一
番
厳
し
い
季
節
で
す
が
、
日
一
日
と
春
の
風

情
が
漂
う
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
来
、
政
府
は
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
交
渉
へ
の
参
加
も
含
め
た
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
で
日
本
の
農
業
と
は
何
か
一
度
原
点
に
戻
っ
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
の
農
業
の
原
点
は
お
米
で
す
。
世
界
の
人
口
68
億
人

の
内
、
日
本
・
中
国
・
イ
ン
ド
等
を
含
め
た
ア
ジ
ア
で
38
億

人
の
人
び
と
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
38
億
の
人
び
と
の

主
食
は
お
米
で
す
。
世
界
の
人
口
の
半
分
以
上
の
イ
ノ
チ
を

お
米
が
支
え
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
で
は
、
春
に
天
皇
陛
下
の
お
田
植
え
祭
が
執
り
行
わ

れ
た
り
、
秋
に
年
中
行
事
と
し
て
新
嘗
祭
が
日
本
各
地
の
神

社
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
に
と
っ
て
お
米
は
単
な
る

「
も
の
」
で
は
な
く
、
イ
ノ
チ
を
繋
い
で
く
れ
る
食
べ
物
で
あ

り
、
と
て
も
神
聖
で
あ
り
が
た
い
食
べ
物
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
、
お
茶
碗
の
ご
飯
粒
を
残
す
と
「
目
が
つ
ぶ

れ
る
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
な
ぜ
目
が
つ
ぶ
れ
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
答
え
は
古
事
記
の
中
に
あ

り
ま
し
た
。
徳
島
県
神
山
町
神
領
と
い
う
所
に
大
粟
神
社
が

あ
り
ま
す
。
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
神
様
は
、
大オ

ホ

ゲ

ツ

ヒ

メ

宜
都
比
売
さ

ま
と
い
っ
て
五
穀
豊
穣
の
神
様
で
す
。
こ
の
神
様
の
身
体
か

ら
食
べ
物
の
種
子
が
産
ま
れ
ま
し
た
。
頭
か
ら
蚕
、
２
つ
の

目
か
ら
稲
種
、
２
つ
の
耳
か
ら
粟
、
鼻
か
ら
小
豆
、
陰ホ

ト処
か

ら
麦
、
尻
か
ら
大
豆
と
い
う
よ
う
に
６
つ
食
べ
物
が
作
り
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
神カ

ム
ミ
ム
ス
ヒ

美
産
霊
の
神
さ
ま
が
、
む
す
び
の

手
に
お
採
り
に
な
り
人
間
に
お
与
え
下
さ
い
ま
し
た
と
い
う

お
話
で
す
。
お
米
の
種
は
神
様
の
目
か
ら
頂
い
た
も
の
で
す

か
ら
、
一
粒
も
お
ろ
そ
か
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
人
の
食

べ
物
に
対
す
る
精
神
性
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
わ
る
国
々
が
、
お
米
に
限
ら
ず
、
農
作
物
す

べ
て
に
「
も
の
」
以
上
の
精
神
性
を
も
っ
て
事
に
あ
た
れ
ば
、

新
し
い
展
開
が
待
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

  1日  ㈱小林工務店代表取締役会長  小林京子氏「平社員を社長に抜擢！」
  8日  会員発表（山上真由美氏、関口徹氏）
15日  ㈱創志想愛専務取締役  田中孝美氏「念じて掴んだ幸せな結婚」
22日  法人スーパーバイザー  山路卓司氏「夫婦の絆」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場は大黒殿（近鉄八尾駅西出口南西へ250m）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-993-20372月の予定

  4日  大阪府倫理法人会相談役  濱浦紀代輝氏「100日実践パート2」
18日  倫理研究所普及事業部研究員  与縄智久氏「実践の糧」
25日  名古屋市千種区倫理法人会監査  橋本泰海氏「人生から学んだこと」
※24日㈭ 18:30～  経営者の集い（講師：橋本泰海氏）

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週金曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06-6720-46022月の予定

第58回八尾市成人式が開催
八尾市立総合体育館で

2623人の門出
新成人祝

大人の初釜。左から２人目は園児の頃から茶道を
続けている吉田圭佑君

高
等
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
の
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。
田

中
誠
太
市
長
か
ら
新
成
人
に

お
祝
い
の
こ
と
ば
、
長
野
昌

海
八
尾
市
議
会
議
長
か
ら
励

ま
し
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
そ

の
後
、
新
成
人
の
代
表
３
人

が
壇
上
に
上
が
り
「
今
ま
で

支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の

人
に
感
謝
し
、
大
人
の
自
覚

と
し
て
自
分
の
行
動
に
責
任

を
持
っ
て
い
き
ま
す
」
と
誓

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
私
立
箕
面
自
由
学

園
高
校
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ベ
ア
ー
ズ
」

に
よ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

の
演
技
披
露
に
会
場
は
盛
り

上
が
っ
た
。

　

新
成
人
ら
で
結
成
さ
れ
た

成
人
式
実
行
委
員
会
が
企
画

し
た
お
楽
し
み
抽
選
会
や
恩

師
と
交
流
す
る
同
窓
会
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
行
わ
れ
る
中
、
晴
れ
着

姿
の
新
成
人
た
ち
は
、
友
人

た
ち
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
喜
び
合
い
、
一
緒
に
記
念

撮
影
を
行
う
な
ど
、
会
場
は

華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

賑
わ
っ
た
。

　

今
年
度
の
八
尾
市
の
新
成

人
は
、
平
成
２
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
の

人
で
、男
性
１
３
２
５
人
、女

性
１
２
９
８
人
の
計
２
６
２

３
人
が
成
人
を
迎
え
た
。
こ

の
う
ち
、男
性
８
７
２
人
、女

性
９
２
９
人
の
計
１
８
０
１

人
が
成
人
式
に
出
席
し
た
。

ず
っ
と
続
け
た
い
」
と
力
強

く
話
し
て
い
た
。

　

弥
刀
さ
つ
き
保
育
園
の
初

釜
は
、
日
本
文
化
を
次
の
世

代
へ
確
実
に
伝
え
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
創
造
力
を
豊

か
に
す
る
右
脳
教
育
に
最
適

な
作
業
」
と
熱
く
語
る
。

　

参
加
し
た
生
徒
の
一
人
、

岡
野
貴
文
君（
13
）は
「
初
め

て
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
を
し
ま
し

た
。
と
て
も
楽
し
く
、
も
っ

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

成人式を迎えた新成人たち

　

消
防
職
員
や
消
防
団
員
の
士
気
を
高

め
る
と
と
も
に
、
消
防
車
両
の
装
備
や

救
助
技
術
を
披
露
し
て
、
市
民
の
信
頼

と
防
災
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
、
大
阪

府
中
部
広
域
防
災
拠
点
（
八
尾
市
空
港

１
）で
１
月
11
日
、
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
た
。
毎
年
恒
例
の
行
事
で
参
加
者
ら

は
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
。

　

出
初
式
に
は
、
八
尾
市
消
防
職
員
や

消
防
団
員
ら
を
は
じ
め
、
市
内
６
ク
ラ

ブ
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
ら
約
２

５
０
人
を
含
む
総
勢
お
よ
そ
７
０
０
人

が
参
加
し
た
。

　

放
水
訓
練
で
は
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

園
児
４
人
も
加
わ
り
、
職
員
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
ホ
ー
ス
で
元
気
に
放

水
し
、
見
守
る
市
民
ら
か
ら
大
き
な
拍

手
が
贈
ら
れ
て
い
た
。

幼年消防クラブによる一斉放水訓練

防
災
へ
の

決
意
を
新
た
に

八
尾
市  

消
防
出
初
式


